
２０２２年４月～２０２２年７月 応用植物科学コース農場実習Ⅱプログラム（案） 

毎週火曜日１～２限（３，４限） 

期  日 学内農場 唐湊果樹園 

（果樹） 

指宿植物試験場 

（暖地農業・熱帯亜熱帯作物） 

入来牧場 

（家畜・飼料） （午 前） （午 後） 

月 日 水田・ 

畑普通作 

野  菜 花 卉 水田・ 

畑普通作 

野  菜 花 卉 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 

４ １２  A)オリエン

テーション、

自主栽培、タ

マネギ収穫

（吉田・遠

城・朴） 

  B)自主栽培、

タマネギ収

穫（吉田・遠

城・朴） 

 B)接ぎ木 

(山本・香西) 

A)接ぎ木 

(山本・香西) 

    

４ １９     

 

    A)熱帯果樹管理(マ

ンゴー袋掛け)、養

液栽培管理（収穫

他）（朴） 

A)熱帯産ヤムイ

モ定植、オクラ管

理(播種・間引き)

（朴） 

B)堆肥の製造過

程観察（大島） 

B)トラクター

運転実習 

（大島） 

４ ２６ A)サツマイ

モ定植（下田

代）、麦類収

穫（志水） 

 A)トルコギ

キョウ管

理・収穫（橋

本・清水） 

   B)草生管理 

(山本・香西) 

     

５ １０       

 

  B)熱帯果樹管理(マ

ンゴー袋掛け)、養

液栽培管理（収穫

他）（朴） 

B)熱帯産ヤムイ

モ定植、オクラ管

理(播種・間引き)

（朴） 

A)堆肥の製造過

程観察（大島) 

A)トラクター

運転実習 

（大島） 

５ １７ 

 

B)サツマイ

モ定植（下田

代）、麦類収

穫（志水） 

 

 B)トルコギ

キョウ管

理・収穫（橋

本・清水） 

   

 

A)ゴマダラカミキリ

防除 (津田) 

 

     

５ ２４ A)水稲播種 

（坂上）、農

業機械操作

（一谷・田

浦） 

     B)ゴマダラカミキリ

防除 (津田) 

     

５ ３１ B)水稲播種 

（坂上） 

B)自主栽培、

中間報告（吉

田・遠城・朴） 

    A)草生管理 

(山本・香西)  

     

６ ７ A)ケナフ紙

漉き（志水）、 

A)自主栽培、

中間報告（吉

田・遠城・朴） 

    B)カンキツ施肥 

(山本・香西) 

      



６ １４ B)ケナフ紙

漉き（志水）、

農業機械操

作（一谷・田

浦） 

     A)カンキツ施肥 

(山本・香西) 

     

６ ２１ A)普通期水

稲田植え（一

谷・田浦・下

田代） 

 A)トルコギ

キョウ交配

（交配・袋か

け）（橋本・

清水） 

A)普通期水

稲田植え 

（一谷・田

浦・下田代 

  B)防風樹管理・ 

ブルーベリー収穫 

(山本・香西) 

     

６ ２８ B)普通期水

稲田植え（一

谷・田浦・下

田代） 

 B)トルコギ

キョウ交配

（交配・袋か

け）（橋本・

清水） 

B)普通期水

稲田植え 

（一谷・田

浦・下田代） 

  A)防風樹管理・ 

ブルーベリー収穫 

(山本・香西) 

     

７ ５    

 

     B)熱帯果樹管理(マ

ンゴー収穫他)、農

業施設の構造（朴） 

B) 野菜類の管理

(ヤムイモ・サト

イモ除草、オクラ

管理他)（朴） 

A)堆肥の腐熟度

判定（大島） 

A)ホイルロー

ダー運転実習

（切り返し）

（大島） 

７ １２    

 

     A)熱帯果樹管理(マ

ンゴー収穫他)、農

業施設の構造（朴） 

A) 野菜類の管理

(ヤムイモ・サト

イモ除草、オクラ

管理他)（朴） 

B)堆肥の腐熟度

判定（大島） 

B)ホイルロー

ダー運転実習

（切り返し）

（大島） 

７ １９ A)水稲生育

観察(ドロー

ン) 、小麦製

粉（下田代） 

A)自主栽培

（総評・片付

け）（吉田・

遠城・朴） 

A)トルコギ

キョウ交配

（採種）（橋

本・清水） 

 

 

 

 

 B)カキ摘果 

(山本・香西) 

     

７ ２６ B)水稲生育

観察（ドロー

ン）、小麦製

粉（下田代） 

B)自主栽培

（総評・片付

け） （吉田・

遠城・朴） 

B)トルコギ

キョウ交配

（採種）（橋

本・清水） 

   A)カキ摘果 

(山本・香西) 

      

注意事項   
● ５期の野菜部門の回数が少ないが､野菜類は自主栽培を中心に行うためである。 

● 上記の実習項目以外に、実習時間において、以下のことを適宜実施する。また、農場実習ノートも忘れずに作成すること。 

学内農場－実習で扱う作物などの管理、生育状況観察などを行う。 

       唐湊果樹園－実習で扱う果樹類の経時観察や接ぎ木の活着状況調査、硬質プラスチックハウスにおけるブドウ栽培やブルーベリーの養液土耕についても見学を行う。 

       指宿植物試験場－ヤムイモ（生育状況）、熱帯果樹類（生育、着花、結実状況）の経時観察も行う。 

● 表示されている項目は中心となる実習内容である。これ以外にも各種作物の生育状況に応じて、栽培管理や観察などを行う。 

  雨天時や作物の生育状況に応じて、鉢物管理など実習内容の変更もある。 



   

 

2022(令和 4)年度前期 集中実習日程（案）20220113 

   実習名          実習日                       対象・学年                       施設名 

農業生産科学農場実習   ９/２７（火）～９/２９（木）     農業生産科学科・1年         学内農場農事部、唐湊果樹園、 

指宿植物試験場、入来牧場 

農場実習         ８/２３ (火)～８/２５(木）       応用植物科学・２年          唐湊果樹園 

             ８/２３ (火)～８/２５(木）         同上             指宿植物試験場 

             ９/１３ (火)～９/１５(木)            同上               学内農場農事部 

暖地農業実習             ９/１３ (火)～９/１５(木)     食環境制御科学・３年        指宿植物試験場 

家畜飼養管理学演習Ⅰ   随時                畜産科学・３年           学内農場農事部・畜産部 

牧場実習            ８/２２（月）～ ８/２６（金）   畜産科学・２年                 入来牧場 

              

獣医臨床基礎実習     ９/１２（月）～ ９/１６（金）   共同獣医学部・３年           入来牧場 
                                                 

       補足説明：８月２２日からの週は大学院入試の可能性あり。そのため、農場実習唐湊分は実習と重複した場合２６日に移動する。  
 

 


